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こ
の
時
期
境
内
は
、
七
五
三
詣
や
菊
花
展
等
の
恒

例
の
行
事
と
木
々
の
色
の
移
り
変
わ
り
で
、
色
あ
で

や
か
に
な
り
ま
す
。
雑
多
な
色
合
い
が
交
ざ
り
合
い

ま
す
が
、
自
然
と
気
持
ち
が
和
む
美
し
い
光
景
で
す
。

そ
の
中
に
、
色
と
り
ど
り
の
和
装
の
女
性
の
姿
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
▼
あ
る
礼
法
の
先
生
は

｢

女
性
は
美

し
く
な
る
た
め
に
大
き
な
努
力
を
続
け
る
が
、
上
手

に
化
粧
し
て
も
、
高
価
な
衣
装
や
宝
石
を
身
に
つ
け

て
も
、
ぞ
ん
ざ
い
な
言
葉
を
使
い
、
服
装
が
だ
ら
し

な
く
協
調
性
が
な
け
れ
ば
真
の
美
し
い
人
に
は
な
れ

な
い
。
思
い
や
り
の
愛
の
心
、
感
性
を
は
ぐ
く
む
美

の
心
、
尊
敬
と
感
謝
を
表
す
礼
の
心
、
自
然
や
人
と

調
和
す
る
和
の
心
が
必
要
で
あ
る｣

と
話
さ
れ
ま
す

▼

｢

礼｣

と
い
う
文
字
は

｢

イ
ヤ｣

・

｢

レ
イ｣

と

読
み
ま
す
。｢

イ
ヤ｣

は

｢

イ
ヤ
マ
ウ
、
ウ
ヤ
マ
ウ

(

敬
う)｣

で
、｢

レ
イ｣

は

｢

お
礼｣

｢

感
謝｣

の
意

味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
字
の

｢

禮｣

は
自

然
の
恵
み
を
高た

か

坏つ
き

に
の
せ
、
神
様
に
感
謝
を
さ
さ
げ

る
姿
を
表
し
、
神
様
へ
の
御
礼
を
表
現
す
る
文
字
と

さ
れ
て
い
ま
す
▼
つ
づ
い
て
先
生
は

｢

自
然
や
相
手

を
尊
敬
し
、
感
謝
の
心
が
芽
生
え
れ
ば
自
ら
を
へ
り

く
だ
り
、
人
を
た
て
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
が

(

礼)

の
基
本
で
あ
る｣

と
話
さ

れ
ま
す
▼
確
か
に
、
万
物
に
対
す
る
感
謝
の
念
を
通

じ
自
ら
を
謙
虚
に
、
生
命
を
尊
ぶ
姿
が｢

礼｣

と
な
っ

て
現
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
男
女
問
わ
ず
私
た
ち

日
常
の
立
居
振
舞
の
そ
の
姿
も
、
日
本
人
に
古
く
か

ら
培
わ
れ
て
き
た
こ
の

｢

愛
・
美
・
礼
・
和｣

の
心

が
源
に
あ
る
と
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

(

鈴)
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明
治
天
皇
の
お
誕
生
日
に
あ
た
る
こ

の
日
に
、
近
代
日
本
の
建
設
発
展
に
ご

尽
力
な
さ
れ
ま
し
た
明
治
天
皇
の
聖
徳

大
業
を
仰
ぎ
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
国

民
の
繁
栄
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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男
女
児
と
も
三
歳
を
髪
置
、
男
児
五

歳
を
袴
着
、
女
児
七
歳
を
帯
解
の
祝
い

と
し
て
神
社
に
お
参
り
し
ま
す
。
当
神

社
で
は
こ
の
日
に
限
ら
ず
、
七
五
三
祝

の
ご
祈
祷
を
毎
日
ご
奉
仕
致
し
て
お
り

ま
す
。
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農
作
物
や
製
品
等
を
御
神
前
に
お
供

え
し
、
本
年
の
五
穀
豊
穣
や
産
業
の
発

展
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
る
祭
典
で
す
。

皆
様
方
の
報
恩
感
謝
の
真
心
を
、
御

神
前
に
お
取
次
ぎ
申
し
上
げ
ま
す
。

米
・
酒
・
野
菜
・
果
物
・
花
・
魚
・

菓
子
等
の
奉
納
を
承
り
、
お
名
前
を
記

名
し
御
神
前
に
お
供
え
い
た
し
ま
す
。

尚
、
お
酒
の
奉
納

(

奉
献
酒)

は
、

一
升

二
千
円
よ
り
思
召
に
て
お
受
け

い
た
し
ま
す
。

去
る
十
月
十
七
日
、
伊
勢
の
神
宮
で
は
、
陛
下
御
自
ら
お

育
て
に
な
ら
れ
た
稲
穂
を
皇
祖
天
照
大
御
神
に
奉
り
、
全
国

の
農
家
か
ら
も
数
多
く
の
稲
穂
が
御
神
前
に
奉
献
さ
れ
、
一

年
間
の
ご
守
護
へ
の
感
謝
の
心
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
皇
室

の
弥
栄
・
五
穀
の
豊
穣
・

国
家
隆
昌
並
び
に
国
民
の

平
安
を
祈
念
す
る
神
嘗
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
神
社
に
お
き
ま
し
て

も
、
こ
の
神
嘗
祭
を
奉
祝

し
た
祭
典
を
神
嘗
祭
当
日

午
前
十
一
時
、
厳
粛
に
執

り
行
い
ま
し
た
。

九
月
二
十
九
日
、
秋
雨
が
時
折
降

る
中
、
宮
山
神
社
の
例
祭
が
厳
か
に

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
多
く

の
氏
子
崇
敬
者
が
参
列
の
も
と
、
日

頃
の
神
恩
感
謝
と
町
内
の
安
全
が
祈

念
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
四
日
に
は
神
幸
祭
も
行
わ
れ
、

宮
山
町
内
を
神
輿
が
練
り
歩
き
、
賑

わ
い
を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の

他
に
も
神
社
前
で
は
様
々
な
催
し
物

が
行
わ
れ
、
境
内
は
一
日
中
お
祭
り

気
分
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
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神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
中
央
氏
子
総
代
会
定
期
総
会
が
、

十
月
六
日
寒
川
神
社
参
集
殿
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
に
は
管
内
神
社
の
役
員
総
代
約
五
百
名
が
出
席
し
、

会
務
報
告
や
神
社
功
労
者
表

彰
等
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
旧
皇
族

・
竹
田
家
に
生
ま
れ
現
在
は

慶
應
義
塾
大
学
講
師
の
竹
田

恒
泰
先
生
が｢

皇
室
の
弥
栄｣

と
題
し
て
、
万
世
一
系
の
天

皇
を
中
心
と
し
た
國
造
り
に

つ
い
て
力
強
く
述
べ
ら
れ
、

拝
聴
し
た
全
員
が
深
い
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
(

順
不
同
・
敬
称
略)

十
万
円

寒
川
神
社
職
工
奉
仕
会

高
座
郡
寒
川
町

〃

北
村
工
務
店

高
座
郡
寒
川
町

〃

㈲
壁
島
工
務
店

高
座
郡
寒
川
町

〃

野
村
歌
納
子

川
崎
市
宮
前
区

四
万
円

山
川
朗

川
崎
市
宮
前
区

二
万
円

伴
誠

静
岡
県
富
士
市

〃

米
山
和
男

東
京
都
町
田
市
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學
院
大
學

神
道
文
化
学
部
教
授

神
道
学
博
士

連

載

｢

唯ゆ
い

一い
つ

神し
ん

明め
い

造
づ
く
り｣

と
称
さ
れ
る
御
正
殿
は
、
萱
葺
・

平
入
・
高
床
と
い
う
構
造
を
も
ち
、
四
方
に
大
床
を
廻

ら
し
御
階
・
高
欄
を
取
り
付
け
て
、
奈
良
時
代
の
中
期

以
降
、
さ
し
た
る
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
造
太
神
宮
使

と
い
う
官
使
が
造
営
工
事
を
担
当
し
、
御
装
束
神
宝
を

伊
勢
に
届
け
る
神
宝
使
、
あ
る
い
は
新
宮
奉
遷
に
神
霊

を
移
し
ま
つ
る
奉
遷
使
な
ど
の
諸
使
が
遣
わ
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
古
代
国
家
の
律
令
体
制
が
動
揺
し
、
平
安

中
期
か
ら
神
税
の
徴
収
が
滞
り
、
遷
宮
費
の
調
達
が
次

第
に
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
窮
余
の
方
策
と
し
て
、
殿

舎
を
棟
割
り
で
数
ヶ
国
で
分
担
し
た
り
、
或
い
は
一
殿

を
個
人
的
に
引
き
受
け
た
り
、
さ
ら
に
は
や
り
遂
げ
た

暁
に
は
官
職
を
約
束
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が

試
み
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
古
代
か
ら
中
世
初
め
に
か
け

て
、
前
後
十
八
回
に
わ
た
る
遷
宮
を
概
観
し
た

『

遷
宮

例
文』

に
は
、
遷
宮
執
行
を
め
ざ
し
て
色
々
と
試
行
し

た
有
様
が
語
ら
れ
て
い
る
。

中
世
初
め
に

｢

太
神
宮
役や

く

夫ぶ

工く

米ま
い｣

と
い
う
遷
宮
費

が
調
達
さ
れ
た
。
造
営
工
事
に
従
事
す
る
人
夫
賃
を
、

全
国
的
に
課
税
す
る
と
い
う
方
針
の
も
と
、
建
久
二
年

(

一
一
九
一)

に
後
鳥
羽
上
皇
が

｢

諸
国
遍
満
の
経
営｣

と
意
義
づ
け
ら
れ
、
源
頼
朝
が
全
国
の
守
護
・
地
頭
に

そ
の
実
行
を
布
令
し
た
。
最
古
の
遷
宮
記
録
と
い
う
べ

き

『

建
久
元
年
内
宮
遷
宮
記』

は
、｢

文
治
三
年
記｣

と
も
称
さ
れ
、
書
中
に
新
時
代
へ
の
意
欲
に
み
ち
た
内

容
が
伺
え
る
。

当
初
は
適
切
に
励
行
さ
れ
て
い
た
が
、
減
免
を
ね
が

う
荘
園
が
次
第
に
増
大
し
て
ゆ
く
状
況
下
、
室
町
期
に

�
�

�
�

�
�

�
�

海
外
貿
易
の
利
潤
を
も
っ
て
、
遷
宮
費
に
充
当
さ
せ
よ

う
と
、
宝
徳
三
年

(

一
四
五
一)

の
大
船
団
に

｢

伊
勢

法
楽
船｣

を
加
え
た
。
社
寺
船
で
は
天
竜
寺
や
住
吉
神

社
の
前
例
が
み
ら
れ
る
が
、
結
果
的
に
は
積
荷
の
大
暴

落
に
よ
っ
て
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
歴

代
の
足
利
将
軍
は
神
宮
へ
の
崇
敬
心
も
あ
つ
く
、
参
詣

に
お
い
て
三
代
・
義
満
が
前
後
九
回
、
四
代
・
義
持
が

十
二
回
、
六
代
・
義
教
が
八
回
に
及
ん
で
い
る
。

寛
正
三
年

(

一
四
六
二)

の
内
宮
遷
宮
は
、
苦
し
い

財
政
の
中
か
ら
辛
う
じ
て
造
営
料
を
支
弁
し
た
、
ま
さ

に
中
世
最
後
の
式
年
遷
宮
で
あ
っ
た
。
応
仁
元
年

(

一

四
六
七)

に
持
ち
上
が
る
大
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
苛
烈

な
世
相
下
、
仮
殿
に
つ
ぐ
仮
殿
が
う
ち
続
き
、
百
二
十

余
年
に
わ
た
っ
て
式
年
遷
宮
は
中
絶
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

は
衰
退
し
て

い
っ
た
。
永

享
六
年

(

一

四
三
四)

の

外
宮
遷
宮
を

も
っ
て
、
こ

の
税
制
は
終

息
し
て
し
ま

っ
た
。
限
り

な
く
悲
し
い

か
ぎ
り
で
あ

ろ
う
。

や
む
な
く

幕
府
に
よ
る

『建久元年内宮遷宮記』 巻頭 神宮文庫所蔵

外宮川原祓三ッ石図 (両宮遷宮旧式祭典図)
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B
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*
+
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C
D

E
F

根
岸(

上)

正
木

武

殿
外
六
三

六
四
、〇
〇
〇
円

根
岸(
中)

金
子
泰
夫

殿
外

一

四
、〇
〇
〇
円

根
岸(

下)
北
野

武

殿
外
五
八

六
三
、〇
〇
〇
円

オ
リ
ー
ブ
の
丘

楠
原
敏
彦

殿
外

五

一
三
、〇
〇
〇
円

旭(

東)

長
田
佳
史

殿
外
三
九

四
〇
、〇
〇
〇
円

旭(

西)

�
谷

仁

殿
外
一
七

一
八
、〇
〇
〇
円

上
合

福
岡
清
敬

殿
外
四
九

五
〇
、〇
〇
〇
円

中
里(

上)

木
村

貴

殿
外
三
八

九
〇
、〇
〇
〇
円

中
里(

下)

山
岡
敬
市

殿
外
四
三

七
〇
、〇
〇
〇
円

中
里(

河
原)

川
部
武
一

殿
外
二
七

三
三
、〇
〇
〇
円

中
里(

サ
ザ
ン)

高
浜
章
夫

殿
外

二

三
、〇
〇
〇
円

馬
場

米
山
菊
雄

殿
外
二
七

二
八
、〇
〇
〇
円

雷

内
田
哲
広

殿
外
二
七

二
八
、〇
〇
〇
円

下

笠
石
立
志

殿
外
六
六

六
七
、〇
〇
〇
円

宮
山
南

�
田
敏
美

殿
外
一
六

四
四
、〇
〇
〇
円

C
�
G
D
F

森
下

竹
内
勝
司

殿
二
、〇
〇
〇
円

鳥
井
戸
２
森
口
恭
一

殿
外
一
〇

一
一
、〇
〇
〇
円

富
士
見
町
石
井
康
之

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

仲
町
２

亀
山
妙
子

殿
外

四

五
、〇
〇
〇
円

中
島
１

藤
澤

清

殿
三
、〇
〇
〇
円

西
１

千
葉
文
二

殿
外
一
三

一
四
、〇
〇
〇
円

西
２
Ａ

入
澤
博
己

殿
外

二

九
、〇
〇
〇
円

新
道

北
野
喜
好

殿
外

九

一
〇
、〇
〇
〇
円

両
替

吉
田
和
正

殿
五
、〇
〇
〇
円

笠
谷

府
川
宗
吉

殿
五
、〇
〇
〇
円

東
６

小
杉
勝
治

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

小
町
屋
１
〜
３

�
橋

博

殿
外
二
一

二
二
、〇
〇
〇
円

C
H
I
J
F

久
保
地

大
久
保
利
江

殿
外

五

一
五
、〇
〇
〇
円

仲
町
２

三
留

弘

殿
外

九

二
三
、〇
〇
〇
円

上
町
原

林

正
隆

殿
外

三

五
、〇
〇
〇
円

仲
町
１

深
瀬

茂

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

宿
１

古
谷
光
男

殿
外

九

一
〇
、〇
〇
〇
円

宿
２

田
中
敏
行

殿
外

八

九
、〇
〇
〇
円

宿
３

人
見
勝
則

殿
三
、〇
〇
〇
円

宿
４

竹
内

勤

殿
三
、〇
〇
〇
円

東
１

鈴
木
啓
二

殿
外

九

一
〇
、〇
〇
〇
円

東
２

伊
藤
正
明

殿
外

五

六
、〇
〇
〇
円

東
３･

５
Ａ
久
保
木
正
明

殿
一
、〇
〇
〇
円

東
４

戸
田
賢
一

殿
外

五

六
、〇
〇
〇
円

上
下
町

三
留
文
雄

殿
外

六

七
、〇
〇
〇
円

C
I
J
K
L
F

南

�
橋

進

殿
二
、〇
〇
〇
円

南
駅
前
通
三
堀

昇

殿
外

二

五
、〇
〇
〇
円

東
通

志
知

宏

殿
外

一

一
〇
、〇
〇
〇
円

南
２

金
沢
純
一

殿
外

二

七
、〇
〇
〇
円

C
M

N
F

西

柘
植

勝

殿
外

七

一
五
、〇
〇
〇
円

原
１

藤
井
喜
代
治

殿
外

六

一
一
、〇
〇
〇
円

原
２

三
澤

誠

殿
外

五

一
〇
、〇
〇
〇
円

原
３

大
久
保
芳
正

殿
外

二

二
〇
、〇
〇
〇
円

東
１

三
澤
敬
機

殿
外

六

七
、〇
〇
〇
円

C
O

P
F

入
町

栗
田

馨

殿
外

六

七
、〇
〇
〇
円

南
町

和
田
弘
務

殿
三
、〇
〇
〇
円

菅
谷
台

奥
津

肇

殿
外

九

一
四
、〇
〇
〇
円

東

十
河
定
勝

殿
外

九

一
〇
、〇
〇
〇
円

C
Q

R
F

大
村(

東)

磯
川

彰

殿
外
一
三

一
六
、〇
〇
〇
円

大
村(

西)

佐
藤
正
志

殿
外
二
〇

三
九
、〇
〇
〇
円

才
戸(

東)

大
阿
久
和
夫

殿
外

五

一
一
、〇
〇
〇
円

才
戸(

西)

渡
部
真
弘

殿
外
一
七

一
八
、〇
〇
〇
円

原(

南)

脇

敏
勝

殿
外
一
四

一
九
、〇
〇
〇
円

原(

北)

樫
村
久
雄

殿
外
一
〇

一
三
、〇
〇
〇
円

入
町
・
新
町

尾
崎
幹
夫

殿
外

五

八
、〇
〇
〇
円

南
町

秋
澤
二
三
男

殿
外
二
二

二
三
、〇
〇
〇
円

西
町

池
谷

仁

殿
外
二
七

二
六
、〇
〇
〇
円

川
端(

東)

久
保

勝

殿
外

二

五
、〇
〇
〇
円

川
端(

西)

皆
川
祐
二

殿
外
一
七

一
八
、〇
〇
〇
円

桜
町(

上)

繁
田
善
治

殿
外

二

三
、〇
〇
〇
円

桜
町(

中)

芝
本

繁

殿
外

二

三
、〇
〇
〇
円

桜
町(

下)

池
田
礼
子

殿
外

三

三
、〇
〇
〇
円

十
二
天(

第
二)

�
橋
榮
男

殿
二
、〇
〇
〇
円

C
O
S
F

上
大
曲

中
島
勝
則

殿
外
三
三

三
四
、〇
〇
〇
円

下
大
曲

竹
内

實

殿
外
一
三

一
四
、〇
〇
〇
円

C
J
T
F

東
町

冠
冨
士
夫

殿
外
一
六

一
九
、〇
〇
〇
円

宿
町

原
田
一
三

殿
外
三
一

三
二
、〇
〇
〇
円

西
町

入
澤
英
文

殿
外
三
五

三
六
、〇
〇
〇
円

南
町

舛
水
寿
正

殿
外
二
九

三
〇
、〇
〇
〇
円

神
之
倉

伊
藤
房
善

殿
外
一
七

一
八
、〇
〇
〇
円

C
M
U
F

小
動

市
川
幹
雄

殿
外
三
七

三
八
、〇
〇
〇
円

C
V
W
F

墨
東
寒
川
講

伊
藤
國
雄

殿
外

五

三
〇
、〇
〇
〇
円

寒
川
神
社
易
友
会

澤
津
壽
道

殿

一
〇
、〇
〇
〇
円

八
王
子
奉
仕
講

�
治
英
而

殿
外
三
九

六
三
、五
〇
〇
円

C
X
Y
F

五
〇
、〇
〇
〇
円
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秋
も
い
よ
い
よ
深
ま
る
と
、

御
社
頭
は
七
五
三
詣
の
家
族
連

れ
で
賑
わ
い
、
菊
花
展
の
開
催

で
色
と
り
ど
り
の
菊
の
花
が
回

廊
を
埋
め
尽
く
し
ま
す
。

さ
て
、
神
苑
は
朝
夕
の
冷
え

込
み
も
強
く
、
気
候
も
落
ち
着

い
た
せ
い
か

｢

難
波
の
小
池｣

か
ら
湧
き
出
る
御
神
水
も
深
く

澄
み
渡
り
、
庭
園
は
池
底
ま
で

透
き
通
る
ほ
ど
清
ら
か
な
水
を

貯
え
て
お
り
ま
す
。
石
舞
台
に

は
秋
の
七
草
の
一
つ
で
あ
る
藤

袴

(

フ
ジ
バ
カ
マ)

が
未
だ
に

咲
き
、
石
蕗

(

ツ
ワ
ブ
キ)

の

黄
色
い
花
が
神
嶽
山
周
辺
に
据

え
ら
れ
た
吉
野
石
に
映
え
ま
す
。

今
頃
に
な
る
と
苑
路
周
辺
で

は
吉
祥
草(

キ
チ
ジ
ョ
ウ
ソ
ウ)藤 袴

�

�
�

の
花
が
見
ら
れ
ま
す
。
吉
祥
草

は
ユ
リ
科
の
宿
根
草
で
晩
秋
に

淡
い
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

一
面
に
咲
く
と
い
う
よ
り
も
ポ

ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
そ
の
年
に
限
ら

れ
た
株
だ
け
が
花
を
咲
か
せ
る

こ
と
か
ら
、
花
が
咲
く
と
縁
起

よ
く
吉
事
が
あ
る
と
昔
か
ら
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

モ
ミ
ジ
や
コ
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ

デ
・
ニ
シ
キ
ギ
や
ド
ウ
ダ
ン
ツ

ツ
ジ
な
ど
の
紅
葉
は
十
一
月
下

旬
が
見
頃
と
な
る
で
し
ょ
う
。

秋
の
青
空
に
赤
く
染
ま
っ
た
モ

ミ
ジ
の
葉
、
そ
し
て
松
の
緑
と

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
色
鮮
や
か

に
調
和
し
ま
す
。
茶
屋

｢

和
楽

亭｣

で
お
抹
茶
と
お
菓
子
を
戴

き
な
が
ら
四
季
の
移
ろ
い
を
感

じ
て
下
さ
い
。

吉祥草

����	��
�� さ が み ������

�
�
�
�
�
�
�
�
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横
溝
�
義

市
川
元
久

大
川
静
男

関
根

晃

㈱
市
川

神
恵
苑

長
嶋
園

豊
月
堂

㈱
阿
部

㈱
青
葉

㈱
秋
江

松
乃
鮨

麻
里
衣

㈲
金
子

㈱
�
田

生
長
園

和
楽
㈱

㈲
二
幸

金
子

昭

寒
川
病
院

戸
塚
米
店

東
木
材
㈱

露
木
生
花

酒
井
米
男

天
野
義
克

㈱
プ
ロ
ム

㈱
イ
ソ
ダ

寿
重
機
㈱

河
西
工
業
㈱

大
黒
屋
製
菓

瀧
川
園
茶
舗

㈲
鈴
野
農
機

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
村
紙
業
㈱

㈱
フ
ジ
サ
ワ

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

㈲
丸
井
紙
店

㈲
マ
ル
シ
ゲ

㈲
青
木
商
事

秋
山
商
事
㈱

㈱
北
岡
本
店

北
村
工
務
店

㈲
三
沢
米
店

山
一
工
業
㈱

相
模
興
業
㈱

佐
藤
建
具
店

㈲
寒
川
建
材

㈱
シ
ノ
ハ
ラ

川
本
工
業
㈱

�
橋
竹
材
店

㈱
コ
ー
メ
ー

杉
山
物
産
㈱

百
崎
製
菓
㈱

齋
藤
硝
子
店

㈲
田
中
写
真

㈱
天
幸
総
建

中
沢
運
輸
㈱

㈱
サ
ン
ユ
ー

松
井
建
設
㈱

㈱
フ
ル
モ
ト

㈱
ヒ
ラ
ボ
ウ

熊
澤
酒
造
㈱

昭
和
興
産
㈱

日
本
精
麦
㈱

丸
�
工
業
㈱

日
本
消
毒
㈱

㈱
菊
地
土
建

村
松
商
事
㈱

㈱
植
藤
造
園

㈱
神
奈
川
中
宣

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

㈲
壁
島
工
務
店

㈲
喜
久
屋
酒
店

㈲
飯
田
材
木
店

㈱
金
庫
屋
商
店

㈱
工
房
え
む
ま

寒
川
町
商
工
会

ほ
り
む
ら
薬
局

下
里
自
動
車
㈱

湘
南
信
用
金
庫

㈱
鈴
木
製
�
所

㈱
中
島
鉄
工
所

㈱
山
上
工
務
店

㈱
ア
イ
ネ
ッ
ト

㈱
竹
中
工
務
店

㈱
落
雁
諸
江
屋

㈲
湘
南
ラ
イ
ン

㈱
内
野
不
動
産

㈲
松
い
ち
食
品

㈲
寒
川
製
材
所

㈱
ア
イ
ア
ー
ル

㈱
シ
ー
ボ
ニ
ア

㈱
須
藤
製
作
所

㈲
香
川
第
一
交
通

㈱
ウ
ス
イ
植
物
園

こ
み
ね
化
粧
品
店

㈲
さ
が
み
や
菓
舗

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

㈱
金
子
建
材
土
木

寒
川
町
観
光
協
会

㈲
古
山
看
板
塗
装

ヨ
シ
カ
ワ
洋
品
店

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

㈱
山
武
湘
南
工
場

㈲
湘
南
電
機
工
事

日
本
造
園
設
計
㈱

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

綜
合
警
備
保
障
㈱

千
寿
会
き
く
の
郷

中
野
設
計
工
務
㈱

㈱
大
島
寅
次
郎
商
店

㈲
寒
川
公
衆
衛
生
社

㈱
さ
い
か
屋
藤
沢
店

長
嶋
福
ダ
ル
マ
物
産

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

㈲
Ｆ
Ｌ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

さ
が
み
農
業
協
同
組
合

レ
ン
ゴ
ー
㈱
湘
南
工
場

㈱
横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

寒
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

㈱
ダ
イ
ワ
・
エ
ム
・
テ
ィ

㈲
ノ
ブ
・
リ
ラ
イ
ア
ブ
ル

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木

㈱
ヒ
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

門
前
だ
ん
ご
茶
屋
九
五
郎
庵

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

歌
謡
ス
タ
ジ
オ
レ
ス
ポ
ア
ー
ル

㈱
湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
チ
ュ
ア

㈱
三
井
住
友
銀
行
藤
沢
法
人
営
業
部

旭
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
㈱
湘
南
工
場

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ
横
浜
支
店

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
一
之
宮
薬
局

コ
カ
・
コ
ー
ラ
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱

日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
厚
木
事
業
所

(

順
不
同
・
敬
称
略)
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四
神
と
は
四
方
を
司
る
神
、

す
な
わ
ち
東
の
青
龍(

せ
い
り
ゅ

う)

、
南
の
朱
雀(

す
じ
ゃ
く)
、

西
の
白
虎(

び
ゃ
っ
こ)

、
北
の

玄
武(

げ
ん
ぶ)

を
い
い
ま
す
。

高
松
塚
古
墳
、
キ
ト
ラ
古
墳
の

石
槨
の
壁
画
に
色
彩
鮮
や
か
に

描
か
れ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ

大
き
な
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

む
か
し
、
朝
廷
で
元
旦
朝
賀
・

即
位
大
礼
な
ど
の
折
り
に
威
儀

を
と
と
の
え
る
た
め
、
大
極
殿(

だ
い
こ
く
で
ん)

ま
た
は
紫
宸
殿

(

し
し
ん
で
ん)

の
庭
に
、
四
神
を
描
い
た
四
つ
の
仗
旗(

じ
ょ
う
き)

が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
四
神
旗
と
い
い
、
現
在
で
も
神
社
の

殿
内
装
飾
と
し
て
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

四
神
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
司
る
方
位
、
季
節
、
象
徴
す
る
色
が
あ
り

ま
す
。
青
龍
は
四
方
は
東
、
四
季
は
春
、
色
は
青
、
五
行
は
木
と
な

り
ま
す
。
朱
雀
は
南
・
夏
・
赤
・
火
。
白
虎
は
西
・
秋
・
白
・
金
。

玄
武
は
北
・
冬
・
黒
・
水
と
な
り
ま
す
。
な
お
五
行
説
で
は
、
中
央

に
黄
龍
を
加
え
土
用
と
し
て
い
ま
す
。

平
安
京
は
四
神
相
応
の
都
、
四
神
に
守
ら
れ
た
都
で
す
。
北
に
玄

武
の
山
、
東
に
青
龍
の
川
、
南
に
朱
雀
の
池
、
西
に
白
虎
の
街
道
を

も
っ
た
理
想
の
土
地
と
言
わ
れ
永
く
繁
栄
し
て
き
た
都
で
す
。
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十
月
十
七
日
午
前
九
時
よ
り

小
動
神
社
の
例
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

同
神
社
で
は
こ
の
佳
辰
に
併

せ
紫
紋
幕
一
張
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
奉
納
は
、
脇
善
治
責
任

役
員
始
め
、
橘
田
肇
・
小
林
明
・

宇
都
木
善
明
各
総
代
が
退
任
す

る
に
際
し
て
他
の
総
代
の
方
々

�
�

�
�

�
�

�
�

◆
兼
務
社
だ
よ
り

全
職
員
の
防
災
に
対
す
る

意
識
を
更
に
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。

去
る
十
月
十
九
日
、
さ

む
か
わ
中
央
公
園
に
於
い

て
第
三
十
一
回
寒
川
町
自

衛
消
防
隊
消
火
技
術
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
神
社
か
ら
は
男
子
・

女
子
四
名
ず
つ
の
職
員
が

繁
栄
を
祈
念
し
て
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
す
。

ご
奉
納
賜
り
ま
し
た
各
氏
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
と
今
回

の
奉
納
に
対
し
、
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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本
年
で
四
十
二
回
を
迎
え

る
寒
川
神
社
菊
花
・
写
真
展

が
当
神
社
境
内
に
て
、
十
一

月
十
日
〜
二
十
三
日
ま
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

に
も
ご
賛
同
戴
き
、
こ
れ
ま
で

の
御
神
恩
に
感
謝
し
御
社
頭
の

出
場
。
日
頃
の
訓
練
の
成

果
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、

屋
内
消
火
栓
操
法
女
子
の

部
で
は
総
合
優
勝
と
全
員

が
最
優
秀
個
人
賞
を
獲
得
。

男
子
の
部
は
小
型
ポ
ン
プ

操
法
で
準
優
勝
。
共
に
高

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

今
後
は
こ
れ
を
契
機
に

青龍
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日次 月日(曜) 行 程 宿泊地

１
3／7
(日)

8:00～8:30 11:45～12:30
各地より 寒川神社 浜松市内(昼食)
15:30～16:30 17:10頃
伊勢神宮外宮(自由参拝) 鳥羽【宿泊】

鳥 羽
シーサイド
ホテル

２
3／8
(月)

8:00 8:40～11:30
鳥羽 伊勢神宮【正式参拝】･おかげ横丁(買物)
12:30～13:15 16:50頃
亀山市内(昼食) 高山【宿泊】

高 山
グリーン
ホテル

３
3／9
(火)

8:00 8:10～10:00
高山 桜山八幡宮【正式参拝】・朝市等市内散策
11:00～12:40 19:40頃
白川郷(散策・昼食) 寒川神社及び各地へ

交通費・宿泊代・食事代・傷害保険料
伊勢神宮御神楽料・御神酒拝戴等一切を含みます｡
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権
禰
宜

望
月

康
麿

権
禰
宜

宇
田

利
幸

願
い
に
依
り
本
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日

神

社

本

庁

�


�
�

�

�
�

	

森
田

友
美

巫
女
を
命
ず
る

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日

�

�
�

�

	

看
護
師

佐
藤

明
美

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日

�

�
�
�

	

事
務
長

渡
邊
マ
ツ
子

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日

�
�
�
�
�
�
	


�

�宗
寒
川
神
社
寒
川
病
院

外
科
医
長

木き

勢せ

佳よ
し

史ふ
み

私
は
大
阪
の
関
西
医
科
大
学
卒
業
後
、
同
大

学
外
科
大
学
院
に
て
学
位
授
与
後
、
フ
ラ
ン
ス

に
留
学
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
帰
国
後
、
医
局

を
離
れ
、
東
京
の
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
経
由
で

東
海
大
学
外
科
に
来
る
事
に
な
り
、
相
模
の
地

に
腰
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
日
本
語
と
し
て
は
大
阪
弁
し
か

話
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
関
東
に

独
り
で
来
る
と
、
大
阪
弁
で
は
通
用
し
な
い
こ

と
も
多
く
、｢

郷
に
入
っ
て
は
郷
に
従
え｣

通

り
に
、
こ
ち
ら
流
の
話
し
方
も
マ
ス
タ
ー
し
、

今
で
は
大
阪
出
身
だ
と
わ
か
ら
な
い
と
言
わ
れ

る
く
ら
い
の
隠
れ
関
西
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

以
前
か
ら
外
国
語
が
好
き
で
し
た
か
ら
、
私

た
ち
の
世
代
で
医
学
的
に
重
要
と
思
わ
れ
る
英

語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
あ
る
程
度
、

自
分
の
も
の
に
し
た
も
の
の
、
い
ざ
医
師
と
し

て
働
い
て
み
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
の
方

が
ず
っ
と
役
に
立
つ
も
の
だ
と
判
明
し
、
予
想

が
外
れ
て
が
っ
か
り
で
す
。
医
学
界
も
ア
メ
リ

カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
な
ど
の
欧
米

か
ら
学
べ
、
追
い
つ
け
の
時
代
か
ら
日
本
が
い
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ろ
い
ろ
な
面
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
時
代

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
内
視
鏡
の
診
断
、
治
療
レ
ベ
ル

は
世
界
一
に
な
り
ま
し
た
し
、
事
実
、
海

外
の
内
視
鏡
学
会
で
も

｢

以
前
は
西
か
ら

知
識
が
東
へ
流
れ
て
い
た
も
の
で
し
た
が
、

今
は
東
か
ら
流
れ
て
く
る｣

と
ま
で
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療

器
械
も
以
前
は
ド
イ
ツ
製
、
ア
メ
リ
カ
製

が
優
勢
で
し
た
が
、
今
で
は
日
本
製
の
器

械
が
世
界
を
支
配
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
高
度
な
レ
ベ
ル
の
医
療
を
寒
川
病

院
で
、
胃
、
腸
、
乳
腺
の
病
気
を
中
心
に

実
践
し
よ
う
と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
専

門
は
外
科
な
の
で
す
が
、
手
術
が
全
て
と

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
患
者
さ

ん
の
立
場
に
立
っ
た
医
療
が
大
切
で
、
手

術
は
治
療
の
最
終
手
段
で
あ
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

以
前
の
診
断
手
段
は
も
っ
ぱ
ら
、
視
診
、

触
診
、
聴
診
で
し
た
。
今
は
Ｃ
Ｔ
検
査
に

始
ま
り
超
音
波
検
査
、
内
視
鏡
が
普
及
し
、

画
像
の
開
発
と
技
術
進
歩
に
よ
っ
て
、
理

論
的
に
説
明
の
つ
か
な
か
っ
た
難
病
に
も
、

的
確
な
診
断
を
導
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
大
学
組
織
で
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
相
模
の
地
に
根
を
下

ろ
し
て
落
ち
着
き
今
ま
で
培
っ
て
来
た
技

術
を
も
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
内
視
鏡
を
含
め
た
消

化
器
病
、
乳
腺
疾
患
、
一
般
外
科
疾
患
に

関
し
て
、
ま
た
そ
の
他
の
こ
と
で
も
気
軽

に
ご
相
談
頂
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

＊◎印…木勢医師の外来日
＊土曜日の外来は､ 第２・第４外来
＊お電話にてご確認の上､ ご来院下さい｡

� 	 

月 火 水 木 金 土

午 前 ◎ ◎ ＊
午 後 ◎
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と

き

十
一
月
十
七
日(

火)

午
後
二
時
〜
三
時

と
こ
ろ

寒
川
神
社
参
集
殿

※
入
場
無
料

(

申
込
み
不
要)

内

容

｢

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
の
は
な
し｣

講

師

整
形
外
科
医
長

橋
本
吉
登

問
合
せ

電
話
〇
四
六
七(

七
五)

六
六
八
〇(

寒
川
病
院)



平
成
二
十
二
年
正
月
皆
様
を

お
迎
え
す
る
干
支
ね
ぶ
た
で
す
。

日
々
彩
り
が
変
わ
る
野
山
の
景

色
。
赤
色
、
黄
色
、
肌
色
、
茶
色
。

何
色
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
大
地

が
織
り
成
す
素
晴
ら
し
い
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
。
人
々
は
、
そ
の
美
し
さ

に
つ
い
惹
き
つ
け
ら
れ
る

(
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口
笛
の
風
と
な
り
ゆ
く
夕
花
野

金
指

月
光

花
野
よ
り
花
野
へ
わ
た
る
橋
一
つ

相
原

白
蕗

大
花
野
ハ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
脚
見
え
て

四
ッ
車
梢
月

旅
半
ば
つ
い
で
詣
り
や
神
の
留
守

天
沼

子
平

ど
こ
か
ら
も
見
ゆ
る
鳥
居
や
刈
田
道

芹
沢

徳
光

直
会
と
読
め
ぬ
人
あ
り
新
走

根
岸

君
子

お
握
り
は
塩
味
が
良
し
今
年
米

菅
沼

保
幸

行
商
の
荷
の
片
隅
に
通
草
の
実

伊
藤

公
一

売
り
し
書
に
淡
き
悔
い
あ
り
菊
膾

飛
石

槿
花

金
木
犀
丸
く
刈
ら
れ
て
丸
く
咲
く

菅
沼
う
め
の

虫
鳴
く
と
言
葉
少
な
に
厨
妻

岡
田
風
呂
釜

犬
抱
い
て
応
対
に
出
る
秋
の
風

高
橋
は
る
よ
し

移
ろ
い
し
雲
の
影
追
い
花
野
道

千
葉

静
香

山
国
に
鯉
を
食
い
を
り
神
無
月

金
子

つ
ぢ

山
の
雲
ゆ
っ
く
り
移
る
蕎
麦
の
花

山
本

朝
子

松
手
入
れ
復
元
し
た
る
長
屋
門

倉
谷

節
子

何
も
せ
ず
何
も
語
ら
ず
う
す
ら
寒

宮
入

つ
る

ど
こ
ま
で
も
透
き
通
る
風
秋
の
浜

竹
村
真
砂
美

鴨
が
来
て
落
ち
着
く
里
の
川
と
な
り

皆
川
志
ん
ご

(

一)

イ
チ
ロ
ー
の
二
千
本
安
打
達
成
す
日
本
人
初
と
聞
く
が
う
れ
し
き

出
町

安
子

若
き
ら
に
仕
事
な
き
世
に
じ
じ
ば
ば
も
ま
だ
働
け
と
言
う
の
か
総
理

斎
藤
く
に
お

花
よ
り
も
緋
の
鮮
や
か
に
葉
鶏
頭
真
夏
の
朝
の
庭
に
さ
や
け
し

宇
田
川
時
子

虫
の
声
月
夜
に
照
ら
さ
れ
何
処
な
り
こ
こ
ら
あ
た
り
か
訪
う
草
の
宿

浜
田

寿
子

夕
暮
れ
に
蝉
と
コ
オ
ロ
ギ
大
合
唱
四
季
の
移
ろ
い
庭
か
ら
聞
こ
ゆ

山
口

幸
子

台
風
に
今
日
の
一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
皆
無
と
な
れ
り
ゆ
る
り
休
ま
ん

山
根
喜
美
代

我
が
庭
を
住
家
と
し
た
る
か
か
な
へ
び
は
吾あ

の
出い

ず
る
度
駈
け
出い

で
耒
た
り

安
藤

慧

梅
雨
晴
れ
の
裏
丹
沢
の
写
生
会
レ
モ
ン
イ
エ
ロ
ー
の
シ
ャ
ツ
似
合
ふ
君

鈴
木

助
晴

陽
が
沈
み
遠
く
に
見
え
る
山
脈
も
墨
絵
ぼ
か
し
の
霧
を
ま
と
え
り

川
島
�
美
子

満
開
の
季
の
が
さ
じ
と
サ
ル
ス
ベ
リ
の
蜂
の
武
蔵
は
押お
っ

取と

り
刀

�
田
マ
ツ
子

こ
の
町
の
工
場
地
帯
に
働
く
人
ら
大
山
富
士
山
眺
め
励
め
る

工
藤

光
子

子
供
ら
の
は
じ
け
る
笑
顔
に
浮
び
く
る
弁
当
箱
の
寒
天
作
り

稲
畠

治
江

老
い
ま
さ
る
吾
を
い
た
わ
り
楽
し
げ
に
爪
染
め
く
る
る
孫
む
す
め
や
さ
し

三
留
と
く
子

敗
者
泣
き
勝
者
も
流
す
球
児
ら
の
涙
き
ら
き
ら
�
春
の
色

天
利

春
枝

ゆ
と
り
あ
る
心
に
見
れ
ば
い
つ
も
見
る
同
じ
花
さ
え
ゆ
か
し
く
見
え
る

岡
元

芳
子

風
鈴
と
金
魚
に
鈴
虫
わ
が
里
に
代
々
伝
わ
る
天
然
の
涼

亀
山

文
子

ヒ
ロ
シ
マ
の
影
わ
ら
わ
ら
と
立
ち
上
り
声
な
き
声
に
叫お
ら

ぶ
八
月

講
師

杉
本

照
世


